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米
内
沢
神
社
で
３
日
、
﹁
節
分
祭
﹂
が
行
わ
れ
、
豆
や
み
か
ん
な
ど
を
ま
い
て
無
病
息
災
や
招

福
を
祈
願
し
ま
し
た
。
同
神
社
で
は
、
地
区
住
民
で
組
織
す
る
﹁
共
睦
会
﹂
の
協
力
で
開
催
、
年

中
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
境
内
で
は
、
﹁
福
は
内
〜
﹂
の
掛
け
声
と
と
も
に
豆
が
ま
か

れ
る
と
、
ご
利
益
に
あ
ず
か
ろ
う
と
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

立
春
。
豆
ま
き
で
招
福
祈
願

米
内
沢
神
社
﹁
節
分
祭
﹂

1616
22
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財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

      

決算�
報告

平
成
17
年
度
　
北
秋
田
市
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さんに納

　めていただいたお金です。 

■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交付され

　たお金です。 

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から交付さ

　れた負担金、補助金などのお金です。 

■市債：特定の事業を行うために、国などから借り入

　れたお金です。 

■県支出金：特定の事業を行うために、県から交付さ

　れた負担金・補助金などのお金です。 

■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のことを言

　います。事業を持ち越すことで必要になったお金も

　含みます。 

■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受けた人

　に負担していただいたお金です。 

■使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票の交付

　など、特定の行政サービスを受けた人に負担してい

　ただいたお金です。　 

　
平
成
17
年
度
の
北
秋
田
市
の
決
算
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
２
４
０

億
７
２
８
万
７
４
８
円
、
歳
出
２
３
４
億

７
０
９
４
万
４
５
９
９
円
で
、
差
し
引
き

５
億
３
６
３
３
万
６
１
４
９
円
の
剰
余(
余

り)

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業

に
充
て
る
た
め
の
財
源
８
３
１
８
万
９
０

０
０
円
を
除
い
た
実
質
収
支
で
は
、
４
億

５
３
１
４
万
７
１
４
９
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

  

　
予
算
と
は
、
１
年
間
の
収
入
（
歳
入
）

と
支
出
（
歳
出
）
に
関
す
る
見
積
り
を
ま

と
め
た
「
計
画
」
の
こ
と
で
す
。
決
算
と

は
、
実
際
の
収
支
を
ま
と
め
た
「
実
績
」

に
当
た
り
ま
す
。 

　
予
算
に
は
「
一
般
会
計
」
と
い
う
福
祉

や
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
、
市
政
運
営
の

基
本
と
な
る
会
計
と
、
「
特
別
会
計
」
と

い
う
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
、

一
般
会
計
と
区
分
す
る
必
要
が
あ
る
特
定

事
業
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。 

　
各
特
別
会
計
の
決
算
状
況
や
そ
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

予
算
・
決
算
と
は 

予算額 

歳　入 

歳　出 

■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した社会生

　活を保障するために使ったお金です。 

■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選挙、監

　査事務など市の総括的な事務に使ったお金です。 

■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの整備や

　除排雪経費を含む維持管理に使ったお金です。 

■公債費：国などから借入れたお金(市債)の返済など　

に使ったお金です。 

■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健体育な

　ど、教育各般に使ったお金です。 

■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、健康

　で衛生的な生活環境を保つために使ったお金です。 

■災害復旧費：災害によって道路や農地、山林などに

　生じた被害を復旧するために使ったお金です。 

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使った

　お金です。 

■消防費：消防や救急活動に使ったお金です。 

■議会費：議会の運営などに使ったお金です。 

■商工費：商工業の振興や観光の振興などに使ったお

　金です。 

　市民１人当たりの計算は、平成18年３月31日現在の

人口40,382人(外国人登録者含む)を基にしています。 

240億728万748円 

234億7094万4599円 

地方交付税 
103億7447万6000円 
　　　　　　43.2％ 

　市税 
28億9360万 
　　　9543円 
　　　12.1％ 

　　市債 
25億5390万円 
　　10.6％ 

国庫支出金 
22億9844万2707円 
　　9.6％ 

県支出金 
14億4834万7992円 
　　　　　　6.0％ 

　　　その他 
分担金・負担金、使用 

料・手数料など 

38億9277万2038円 
　　　　16.2％ 

繰越金 
5億4573万2468円 
　　　　2.3％ 

歳入
240億728万748円 

　民生費 
57億1127万2217円 
　　　　　　24.3％ 

　公債費 
35億2038万 
　　　5284円 
　　　15.0％ 

　教育費 
31億5637万1659円 
　　13.4％ 

　総務費 
21億7726万 
　　289円 
　 9.3％ 

　　衛生費 
20億7608万3917円 
　　8.8％ 

　　　その他 
議会費、労働費、 

商工費、消防費など 

36億2805万3476円 
　　　　15.5％ 農林水産業費 

13億7595万8174円 
　　　　5.9％ 

歳出
234億7094万4599円 

　　土木費 
18億2555万9583円 
　　7.8％ 

248億2388万5000円 

▼　市民１人当たりの税負担　71,656円　▼　 

▼　市民１人当たりに使われたお金　581,223円　▼　 

福祉の充実に 

141,431円　 

　　　24.3％ 

 

固定資産税　40,082円 

　　　　　　　55.9％ 

　市民税 
　24,420円 
　　34.1％ 

　市たばこ税　5,386円　7.5％ 

　その他(軽自動車税、入湯税)　1,768円　2.5％ 

市の借金返済に 

87,177円　 

　　15.0％ 

 　教育・文化に　78,163円　13.4％ 

　市の運営に　53,917円　9.3％ 

　健康づくり・きれいなまちに　51,411円　8.8％ 

　道路・公園等の整備に　45,207円　7.8％ 
農林業に　 
34,074円　5.9％ 

その他　 
89,843円 
　16.2％ 

平成17年度特別会計　決算額

会計区分 予 算 額  歳　　入 歳　　出 差引(歳入-歳出)
国民健康保険 

国民健康保険合川診療所 

老人保健 

介護保険 

介護サービス事業 

簡易水道 

農業集落排水事業 

下水道事業 

特定地域生活排水処理事業 

宅地造成事業 

坊沢財産区 

綴子財産区 

栄財産区 

沢口財産区 

七日市財産区 

米内沢財産区 

前田財産区 

阿仁合財産区 

大阿仁財産区 

38億3267万5000円 

3億8145万4000円 

53億9161万4000円 

36億3891万2000円 

11億4085万円 

9億8217万2000円 

5億4325万5000円 

22億4948万2000円 

4619万5000円 

3億1589万1000円 

72万9000円 

75万5000円 

96万5000円 

3000円 

69万9000円 

4004万4000円 

1億4382万3000円 

856万7000円 

1034万4000円 

187億2842万9000

41億5412万6691円 

2億1795万1662円 

51億2897万1832円 

36億4039万543円 

10億8312万2335円 

11億5363万9378円 

5億3886万610円 

18億4395万4199円 

4394万310円 

3296万1116円 

6521万1840円 

5682万5895円 

3966万7996円 

199万2082円 

2693万5595円 

4003万9719円 

1億4146万8312円 

856万3090円 

1034万1311円 

182億2896万4516円 

37億1112万4343円 

3億5248万7158円 

51億7964万297円 

35億4607万4894円 

10億8312万2335円 

9億6955万4965円 

5億3886万610円 

18億2325万4199円 

4394万310円 

3億1498万9213円 

62万1000円 

52万5907円 

79万9880円 

0円 

43万9026円 

1812万1935円 

5354万7809円 

195万7563円 

653万1116円 

176億4559万2560円 

4億4300万2348円 

△1億3453万5496円 

△5066万8465円 

9431万5649円 

0円 

1億8408万4413円 

0円 

2070万円 

0円 

△2億8202万8097円 

6459万840円 

5629万9988円 

3886万8116円 

199万2082円 

2649万6569円 

2191万7784円 

8792万503円 

660万5527円 

381万195円 

5億8337万1956円 合　　計 

※
水
道
事
業
、
阿
仁
病
院
事
業
会
計
を
除
く 
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現
在
は
、
基
本
設
計
に
基
づ
い
て
実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
、

建
築
工
事
へ
と
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
病
院
建
設
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
に
ご
理
解
頂
く
た
め
「
基
本
設
計
」
の
内

容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〈
 そ
 の
 ７
 

 
〉
 

北
秋
田
市
民
病
院
︵
仮
称
︶
建
設
事
業
に
つ
い
て

北
秋
田
市
民
病
院
基
本
設
計 

２階　リハビリ・小児療育・人工透析廻り４階　産婦人科分娩室廻り

→　スタッフ動線�
→　患者動線

→　スタッフ動線�
→　患者動線

３階　中央材料・手術部門・集中治療室廻り

→　スタッフ動線�
→　患者動線

完成予想図 

分娩ホール分娩ホール 分娩ホール 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
 

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
は
、
２
階
の

病
棟
側
に
て
南
に
面
し
て
配
置
し
ま
す
。

病
棟
か
ら
の
利
用
に
配
慮
し
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
コ
ア
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、
ま

た
一
般
の
外
来
と
も
離
れ
た
位
置
と
し
、

出
来
る
だ
け
落
ち
着
い
た
環
境
で
治
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

●
配
置
と
連
携
 

・
入
口
側
に
ス
タ
ッ
フ
の
エ
リ
ア
を
集
約

し
、
奥
の
窓
に
面
し
た
部
屋
を
リ
ハ
ビ
リ

室
と
し
ま
す
。
 

・
言
語
療
法
室
や
作
業
療
法
室
を
設
け
、

総
合
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
の
機
能
を
満
た
せ

る
計
画
と
し
ま
す
。
 

・
隣
接
す
る
小
児
療
育
セ
ン
タ
ー
と
ス
タ

ッ
フ
が
連
携
し
や
す
い
配
置
と
し
ま
す
。
 

●
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
の
特
徴
 

・
円
弧
状
の
広
い
窓
に
面
し
、
明
る
く
開

放
的
な
雰
囲
気
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

  

 小
児
療
育
セ
ン
タ
ー
 

小
児
療
育
セ
ン
タ
ー
は
、
県
の
北
部
の
小

児
療
育
医
療
の
中
核
施
設
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
配
置
は
リ
ハ
ビ
リ
室
と
の

連
携
を
考
慮
し
、
２
階
の
病
棟
側
に
て
南
 

に
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
来
か
ら
の

利
用
に
配
慮
し
、
外
来
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

か
ら
近
く
、
ま
た
一
般
の
外
来
と
も
離
れ

た
位
置
と
し
、
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
、
落
ち
着
い
て
治
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

●
配
置
と
連
携
 

　
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ッ
フ

と
の
連
携
が
と
り
や
す
い
よ
う
、
リ
ハ
ビ

リ
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
 

●
小
児
寮
育
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
 

・
円
弧
状
の
広
い
窓
に
面
し
、
眺
望
が
良

く
、
明
る
く
開
放
的
な
雰
囲
気
で
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 人
工
透
析
室
 

人
工
透
析
室
は
、
２
階
の
病
棟
側
に
て
南

に
面
し
て
配
置
し
ま
す
。
２
階
の
泌
尿
器

外
来
か
ら
も
近
く
、
ま
た
一
般
の
外
来
と

も
離
れ
た
位
置
と
し
、
患
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、

落
ち
着
い
て
治
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

●
配
置
と
連
携
 

・
泌
尿
器
科
外
来
と
の
連
携

に
配
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
２

階
で
近
接
す
る
よ
う
に
配
置

し
ま
す
。
 

・
病
棟
寄
り
に
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
エ
リ

ア
を
設
け
、
病
棟
側
の
廊
下

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。
 

●
人
工
透
析
室
の
特
徴
 

　
・
ベ
ッ
ド
は
28
床
確
保
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ッ
ド
が
ス
タ

ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
見

通
せ
る
よ
う
に
配
置
し
ま
す
。
 

   　
中
央
材
料
、
手
術
部
門
、

Ｍ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
は
、
診
療
棟

の
３
階
に
南
か
ら
手
術
部
門
、

中
央
材
料
、
Ｍ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
の
順
に
配
置

し
て
い
ま
す
。
特
に
手
術
部
門
は
救
急
患

者
や
急
変
患
者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

Ｅ
Ｖ
コ
ア
か
ら
近
い
位
置
に
手
術
室
ゾ
ー

ン
を
設
け
る
計
画
と
し
ま
す
。
 

 

●
配
置
と
連
携
 

・
救
急
搬
送
患
者
や
病
棟
の
急
変
患
者
の

受
入
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
患

者
搬
送
用
Ｅ
Ｖ
か
ら
直
接
専
用
動
線
を
通

っ
て
手
術
室
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。
 

・
手
術
ホ
ー
ル
に
不
潔
物
品
の
搬
出
や
洗

浄
、
清
潔
物
品
の
供
給
を
受
け
や
す
い
よ

う
、
手
術
部
門
に
中
央
材
料
室
を
隣
接
し

て
設
け
ま
す
。
 

●
中
央
材
料
、
手
術
部
門
、
Ｍ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
 

・
Ｍ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
は
中
央
材
料
と
の
連
携

に
配
慮
し
、
滅
菌
室
に
隣
接
し
て
設
け
ま
す
。
 

・
手
術
ホ
ー
ル
か
ら
は
隣
接
す
る
集
中
治

療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
へ
、
直
接
患
者
を
搬
送

す
る
こ
と
が
で
き
る
配
置
と
し
ま
す
。
 

・
手
術
室
は
５
室
設
け
、
う
ち
１
室
は
外

来
手
術
対
応
用
と
し
ま
す
。
 

・
ス
タ
ッ
フ
は
ス
タ
ッ
フ
廊
下
側
か
ら
専

用
動
線
を
利
用
し
、
手
術
部
門
に
入
れ
る

よ
う
に
し
ま
す
。
 

 集
中
治
療
室
 

　
集
中
治
療
室
（
以
下
：
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
は
、

診
療
棟
の
３
階
の
手
術
部
門
と
病
棟
の
間

に
配
置
し
て
い
ま
す
。
特
に
手
術
患
者
の

搬
送
に
配
慮
し
、
手
術
部
門
に
近
い
位
置

に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
設
け
る
計
画
と
し
ま
す
。
 

●
配
置
と
連
携
 

・
隣
接
す
る
手
術
室
と
は
、
相
互
の
ホ
ー

ル
同
士
を
連
結
さ
せ
、
術
後
患
者
は
廊
下

を
経
由
せ
ず
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
搬
送
可
能
と
し
ま

す
。
同
様
に
、
中
央
材
料
室
か
ら
の
清
潔

物
品
搬
入
が
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

・
隣
接
す
る
外
科
系
の
患
者
が
入
院
す
る

一
般
病
棟
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
ホ
ー

ル
が
隣
接
し
て
お
り
、
回
復

後
の
病
棟
へ
の
搬
送
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
し
ま

す
。
 

●
集
中
治
療
室
の
特
徴
 

・
一
般
の
廊
下
か
ら
は
前
室

を
設
け
、
空
調
の
清
浄
度
を

保
つ
よ
う
配
慮
し
ま
す
。
 

 産
婦
人
科
分
娩
室
 

　
産
婦
人
科
分
娩
室
は
、
４

階
の
西
病
棟
側
の
北
面
に
配

置
し
ま
す
。
４
階
の
西
病
棟

は
お
も
に
産
婦
人
科
の
病
棟

と
な
る
こ
と
か
ら
、
病
棟
ス

タ
ッ
フ
と
の
連
携
が
と
り
や

す
い
よ
う
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
隣
接
し
て

分
娩
ゾ
ー
ン
を
設
け
ま
す
。
 

●
配
置
と
連
携
 

・
新
生
児
室
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
配
慮

し
、
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
見
通

し
が
良
く
、
か
つ
訪
問
客
の
動
線
か
ら
わ

か
り
や
す
い
位
置
と
し
ま
す
。
 

●
産
婦
人
科
分
娩
室
の
特
徴
 

・
落
ち
着
い
た
環
境
で
お
産
が
行
え
る
よ
う
、

分
娩
ホ
ー
ル
は
一
般
病
棟
と
区
画
し
ま
す
。
 

・
Ｌ
Ｄ
Ｒ
を
１
室
設
け
、
産
後
の
回
復
ま
で

ト
ー
タ
ル
で
安
心
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。
 

中
央
材
料
、
手
術
部
門
、�

���������
Ｍ
Ｅ
セ
ン
タ
ー

バルコニー 
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北
秋
田
特
選
食
材
共
同
購
入
会
は
、
比

内
地
鶏
な
ど
全
国
に
誇
る
食
材
が
地
域
で

生
産
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
価
格
な
ど
の
面

か
ら
こ
れ
ま
で
地
元
で
は
あ
ま
り
活
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
食
材
を
共
同
購
入
す
る

こ
と
で
安
く
仕
入
れ
、
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

調
理
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品
、
弁
当
な
ど
を
開

発
、
提
供
し
よ
う
と
の
目
的
で
設
立
さ
れ

た
組
織
。
北
秋
田
食
品
衛
生
協
会
が
発
起

人
と
な
り
１
月
23
日
、
市
中
央
公
民
館
で

設
立
総
会
が
開
か
れ
、
53
事
業
者
の
加
入

で
発
足
し
ま
し
た
。 

   

　
食
品
衛
生
協
会
で
は
昨
年
、
秋
田
わ
か

杉
国
体
や
全
国
植
樹
祭
の
開
催
を
控
え
、

特
産
品
開
発
を
目
的
に
、
昨
年
９
月
、
管

内
の
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
、
市
及
び
北
秋
田
地

域
振
興
局
な
ど
と
と
も
に
、
「
北
秋
田
市

う
め
ー
も
ん
創
作
協
議
会
（
松
田
正
男
会

長
）
」
を
設
立
し
、
比
内
地
鶏
や
山
の
芋

な
ど
管
内
の
恵
ま
れ
た
食
材
を
生
か
し
た

調
理
メ
ニ
ュ
ー
等
の
開
発
と
、
開
発
後
の

提
供
の
仕
方
等
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。 

　
１
月
30
日
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
合
川
で
行

わ
れ
た
調
印
式
に
は
、
共
同
購
入
会
の
会

員
、
県
・
市
・
商
工
会
・
Ｊ
Ａ
の
関
係
者

な
ど
約
50
人
が
出
席
。
は
じ
め
に
、
購
入

会
の
母
体
と
な
っ
た
う
め
ー
も
ん
創
作
協

議
会
の
設
立
か
ら
の
経
緯
が
説
明
さ
れ
た

後
、
購
入
会
の
中
嶋
会
長
と
Ｊ
Ａ
あ
き
た

北
央
の
佐
藤
組
合
長
が
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
、

協
定
書
に
署
名
、
調
印
、
協
定
書
を
取
り

交
わ
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
事
業
の
企
画
・
推
進
役
と

な
っ
た
地
域
振
興
局
の
武
藤
冨
士
雄
局
長

と
、
岸
部
市
長
が
立
会
い
人
と
し
て
署
名
、

調
印
を
行
な
い
ま
し
た
。 

   

　
協
定
の
内
容
は
、
▽
北
秋
田
地
域
に
お

け
る
食
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
（
第
１
条
）
▽
契
約
者
双
方

が
取
扱
い
商
品
の
Ｐ
Ｒ
、
調
理
し
た
商
品
・

調
理
メ
ニ
ュ
ー
の
商
品
性
向
上
に
つ
い
て

Ｐ
Ｒ
や
助
言
な
ど
で
互
い
に
支
援
す
る
こ

と
（
第
３
・
４
条
）
な
ど
を
内
容
と
し
、

基
本
協
定
の
後
、
購
入
会
の
会
員
と
Ｊ
Ａ

あ
き
た
北
央
と
が
個
別
に
契
約
書
を
締
結

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
調
印
の
後
、
購
入
会
の
中
嶋
会
長
が
、

「
事
業
者
が
互
い
に
意
思
疎
通
を
図
り
、

最
善
の
努
力
で
将
来
に
向
け
て
飛
躍
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
ま
た
、
佐
藤
組
合
長
は
、
「
事
業
者
の

皆
さ
ん
と
提
携
し
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
や
地

産
地
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

で
市
の
未
来
が
開
け
る
こ
と
を
願
う
」
と
、

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。 

   

　
共
同
購
入
会
で
は
、
３
月
３
日
か
ら
５ 

月
上
旬
ま
で
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
「
一
番
搾

り
」
の
Ｃ
Ｍ
で
比
内
地
鶏
の
調
理
品
の
映

像
が
「
日
本
三
大
地
鶏
食
べ
比
べ
編
」
と

し
て
日
本
全
国
に
流
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
に
合
わ
せ
、
各
事
業
者
が
自
慢
の
品
を

つ
く
る
「
一
店
一
皿
運
動
」
を
継
続
す
る

予
定
で
す
。 

　
ま
た
、
「
う
め
ー
も
ん
協
議
会
」
で
は
、

今
月
22
日
に
は
観
光
・
通
販
商
品
の
開
発

を
ね
ら
い
と
し
た
研
修
会
、
３
月
下
旬
に

は
国
体
弁
当
の
お
披
露
目
会
を
行
な
い
、

間
髪
を
容
れ
ず
特
産
品
開
発
に
向
け
た
取

り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
さ
ら
に
、
今
後
の
検
討
事
項
と
し
て
鷹

ノ
巣
駅
前
周
辺
に
、
協
議
会
加
盟
店
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し
、
気
軽
に
比

内
地
鶏
を
食
べ
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
た

い
、
と
し
て
い
ま
す
。  

 

■
お
問
合
せ 

　
商
工
観
光
課 

�
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―
６
６
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食ビジネス振興に向けた取り組みがスタート「特選食材共同購入会」 

Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
央
と
提
携
‥
‥
‥
‥
北
秋
田
市
う
め
ー
も
ん
創
作
協
議
会
「
特
選
食
材
共
同
購
入
会
」 

わ
か
杉
国
体
・
全
国
植
樹
祭
を
控
え
、
物
産
面
で
北
秋
田
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ 

ま
ず
は
﹁
比
内
地
鶏
﹂
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
︵

　
︶
開
発
を

メ
ニ

ュ
ー

　
こ
の
ほ
ど
、
市
の
特
産
品
開
発
な
ど
を

目
的
と
し
て
地
域
の
食
に
関
わ
る
事
業
者

が
食
材
の
協
同
購
入
を
図
る
「
北
秋
田
特

選
食
材
共
同
購
入
会
（
中
嶋
隆
史
会
長
）」

が
設
立
さ
れ
、
あ
き
た
北
央
農
業
共
同
組

合
（
佐
藤
登
代
表
理
事
組
合
長
）」
と
の
間

で
「
継
続
的
商
品
共
同
購
入
に
関
す
る
基

本
協
定
」
を
締
結
、
食
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
に

向
け
た
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
北
秋
田
市
で
は
、
今
年
開
催
さ
れ
る
秋

田
わ
か
杉
国
体
、
来
年
度
の
全
国
植
樹
祭

と
本
市
を
県
内
外
に
発
信
で
き
る
好
機
と

捉
え
、
県
・
市
・
関
係
諸
団
体
が
協
同
で

物
産
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
共
同
購
入
会
が
取
り
引
き
す
る
素
材
の

第
一
弾
は
、
Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
央
で
生
産
す

る
比
内
地
鶏
。
全
国
に
知
ら
れ
た
こ
の
特

選
素
材
を
活
用
し
、
ど
ん
な
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
・
メ
ニ
ュ
ー
が
生
ま
れ
る
か
、
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

■平成１８年９月２６日 

　北秋田市うめーもん創作協議

会設立。構成員に北秋田地域振

興局、北秋田市、各商工会・ＪＡ、

北秋田食品衛生協会。 

■同１０月５日 

　比内地鶏やこはぜなどを実際

に調理する「素の味」について

検討会を開催。 

■同１０月２４日 

　市内のホテルを会場に、「第１

回北秋田市うめーもん品評会」

を開催。２４事業者から３４点が

出品される。 

■平成１９年１月２３日 

　北秋田特選食材共同購入会が

設立される。 

■同１月３０日 

　共同購入会とＪＡあきた北央

が「継続的商品共同購入に関す

る基本協定」を締結。 

　天然記念物の比内鶏は、昭和

１７年に文部省が指定した鶏。一方、

全国的に知られている通称の「比

内鶏」は、山田定治氏（故人、

初代秋田三鶏保存会会長）が秋

田の珍鶏「雁鳥※」と「足長の地

鶏」との交雑によって生まれた「山

田流比内鶏」で、山田氏によっ

て基準が定められています。（※

戦前、旧前田村森吉沢で飼育さ

れていた記録があります） 

　この「山田流比内鶏」と多品種

との交雑種が「秋田比内鶏」、ま

た秋田比内鶏と外国産「ロード種｣

との交雑種が「秋田比内地鶏」

と呼ばれ、きりたんぽ鍋などで

使われている「比内鶏」の代表

的なものです。 

　なお、「比内」は中世、大館北

秋地方を一般的に呼び表した地

名で、「比内郡」などとして各種

の歴史書に表れています。 

共同購入会設立までの経緯

「比内鶏」と「比内」って？

▲昨年１０月に行われた「うめーもん品評会」。

比内地鶏やこはぜなど地域特選食材を使った意

欲的なメニューが多数出品されました 

53
事
業
者
の
加
入
で
発
足 

母
体
は
「
う
め
ー
も
ん
協
議
会
」 

目
的
は
食
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興 

間
髪
を
容
れ
ず
取
り
組
み
を
展
開 

み
ん
な
で
創
ろ
う
北
秋
田
の

み
ん
な
で
創
ろ
う
北
秋
田
の

み
ん
な
で
創
ろ
う
北
秋
田
の

う
め
ー
も
ん
！

う
め
ー
も
ん
！

う
め
ー
も
ん
！

▲協定書に調印する共同購入会の中嶋会長とＪＡあきた北央の佐藤組合長。取り
引きされる特選素材からどんなメニューが生まれるか期待が高まっています 

がんどり 

か
ん
は
つ 

い 



広報きたあきた　19.　2.　169 8広報きたあきた　19.　2.　16

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
資
源
で
あ
る
「
食
・
文

化
・
人
」
を
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性

化
と
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
３
回
目
の
開
催
。
昨
年
は
森
吉
地
区
・

阿
仁
地
区
別
々
に
開
か
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
合

同
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
た
料
理
、
各

家
庭
料
理
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
ア
イ
デ
ア
料
理
な

ど
約
90
品
が
レ
シ
ピ
と
と
も
に
ず
ら
り
と
並
べ
ら

れ
、
参
加
者
は
、
気
に
入
っ
た
料
理
の
レ
シ
ピ
を

書
き
写
し
た
り
、
少
し
つ
ま
ん
で
は
自
分
の
味
付

け
と
比
べ
た
り
し
な
が
ら
念
入
り
に
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
し
た
。 

　
試
食
タ
イ
ム
は
、
用
意
さ
れ
た
料
理
が
す
ぐ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。
お
目
当
て

の
料
理
を
試
食
で
き
ず
、
残
念
そ
う
な
顔
の
人
た

ち
も
大
勢
い
ま
し
た
。 

　
料
理
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
森
吉
婦
人
会
の

森
川
征
子
さ
ん
（
小
又
）
と
松
橋
昌
子
さ
ん
（
阿

仁
比
立
内
）
が
登
場
。
森
川
さ
ん
が
「
甘
納
豆
お

や
き
と
か
ぼ
ち
ゃ
お
や
き
」
「
雲
平
」
、
松
橋
さ
ん

が
「
束
根
（
餅
の
巻
物
）」
を
、
説
明
を
加
え
な
が

ら
調
理
を
始
め
る
と
、
作
り
方
を
見
逃
す
ま
い
と

２
人
を
取
り
囲
む
大
勢
の
参
加
者
の
熱
気
が
コ
ー

ナ
ー
の
外
に
ま
で
あ
ふ
れ
出
て
い
ま
し
た
。 

　
お
昼
に
は
、
試
食
を
兼
ね
た
食
話
会
が
開
か
れ
、

田
口
惣
一
阿
仁
支
所
長
が
「
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か

け
と
し
て
若
い
人
た
ち
に
地
域
の
食
文
化
を
伝
え

て
ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
あ
と
、
料

理
提
供
者
が
料
理
の
い
き
さ
つ
や
想
い
な
ど
を
発

表
、
参
加
者
は
話
の
内
容
に
じ
っ
く
り
と
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。 

    

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
国
際
教
養
大
学
の
教
員
や
学

生
ら
も
、
地
域
研
究
を
目
的
に
第
１
回
か
ら
参
加

し
て
い
ま
す
。
同
大
の
熊
谷
嘉
隆
助
教
授
、
前
中

ひ
ろ
み
助
教
授
を
は
じ
め
学
生
た
ち
が
自
己
紹
介

を
兼
ね
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
や
、
食
に
つ
い
て
の
思

い
を
語
り
ま
し
た
。 

　
「
今
日
、
阿
仁
を
訪
れ
て
料
理
を
食
べ
て
い
た

ら
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
思
い
出
し
た
。
さ
み
し

く
な
っ
た
ら
一
人
で
も
食
べ
に
き
た
い
」
と
の
学

生
の
感
想
に
、
参
加
者
も
郷
土
色
の
良
さ
を
再
認

識
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。 

　
ま
た
熊
谷
、
前
中
両
先
生
の
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
地
域
の
中
だ
け
の
も
の
に
し
て
お
く
の
は
も
っ

た
い
な
い
。
内
外
に
も
っ
と
広
く
ア
ピ
ー
ル
を
」

と
の
コ
メ
ン
ト
に
、
参
加
者
か
ら
は
「
商
品
化
を

考
え
ら
れ
な
い
か
」
「
〝
も
う
け
よ
う
〞
と
す
る

考
え
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
」
と
の
意
見
も
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
森
吉
・
阿
仁
地
域
で
古
く
か
ら
食
べ
ら
れ
て
い
る
料
理
や
家
庭
料

理
、
ア
イ
デ
ア
料
理
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
試
食
を
し
な
が
ら
食
や
文

化
に
つ
い
て
語
り
合
う
﹁
ふ
る
さ
と
☆
食
の
つ
ど
い

in
森
吉
・
阿
仁
﹂

が
２
月
３
日
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
数
々

の
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
食
の
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲調理の実演コーナーでは、作り方の手順やコツを一言も聞

き漏らすまいと取り囲む参加者の熱気であふれ返りました 

▲
　
今
回
の
出
品
点
数
は
約
90
点
。

参
加
者
は
、
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
た

料
理
の
味
比
べ
と
レ
シ
ピ
の
チ
ェ
ッ

ク
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た 

▲  

｢

内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
を
」 

(

国
際
教
養
大
学
熊
谷
・
前
中
両
助
教
授)

森
川
征
子
さ
ん
（
小
又
）
と
、
松
橋
昌

子
さ
ん
（
比
立
内
）
が
調
理
を
実
演 

豊
か
な
地
域
の
食
文
化
を
実
感

豊
か
な
地
域
の
食
文
化
を
実
感

豊
か
な
地
域
の
食
文
化
を
実
感

﹁
ふ
る
さ
と
☆
食
の
集
い
in�

森
吉
・
阿
仁
﹂

ア
イ
デ
ア
料
理
な
ど
約
90
品
が
出
品

持ち込まれた自慢の料理の数々を一品ずつ味比べする参加者のみなさん 

「巻ずし」

齊藤イヨ子さん（阿仁水無）　 

「ゴマ寒天」 

　松橋レイ子さん（阿仁幸屋渡） 

「ぶなかのかの青豆あえ」 

工藤チヱさん（五味堀） 

「うめのこはぜ漬」

　金 千代さん（米内沢） 

「甘納豆おやきと雲平」（実演料理） 

森川征子さん（小又） 

「束根（たばね）」（実演料理） 

松橋昌子さん（阿仁比立内） 

出
品
さ
れ
た
料
理
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す

せ
い
こ 

う
ん
ぺ
い 

よ
し
た
か 

ま
え
な
か 

た
ば
ね 
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稲に見立てた16株の稲わらを鎌で刈り取る 
ＪＡ鷹巣町青年部の九嶋敏昭部長 

阿仁婦人会初代会長の浜田チヤ氏に感謝状を 
贈呈する三杉会長 

　
阿
仁
婦
人
会
10
周
年
記
念
式
典
並
び
に
新
春
交
流

会
が
１
月
21
日
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
で

会
員
約
１
５
０
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
記
念
式
典
で
は
、
三
杉
営
子
会
長
が
「
地
域
の
活

性
化
運
動
に
参
加
す
る
と
共
に
、
人
と
人
の
繋
が
り

を
会
の
根
底
に
据
え
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
行
く
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
初
代
会
長
の
浜
田
チ
ヤ
氏
に
感
謝
状

な
ど
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
後
、
前
森
吉
公
民
館
長
の

金
新
佐
久
氏
に
よ
る｢

『
凛
と
し
た
女
性
に
』
品
格

あ
る
生
き
方｣

と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
合
川
に
わ
か
劇
団

に
よ
る
「
愛
い
ち
り
ん
―
昭
和
夢
模
様
―
」
が
上
演

さ
れ
る
な
ど
、
充
実
し
た
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
根
底
に

阿
仁
婦
人
会
10
周
年
記
念
新
春
交
流
会 

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
単
位
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
が
１
月
18
日
、
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
約
１
５
０

人
が
出
席
し
、
会
員
確
保
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
佐
藤
喜
美
男
会
長
が
「
団
塊
の
世
代

が
退
職
を
控
え
る
中
、
今
後
、
若
い
世
代
を
我
々
の

仲
間
に
迎
え
、
充
実
し
た
組
織
づ
く
り
を
進
め
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。 

　
研
修
会
で
は
「
単
位
ク
ラ
ブ
の
組
織
づ
く
り
と
会

員
確
保
対
策
」
と
題
し
た
討
論
会
を
行
い
、
活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
交
流
親
睦
会
を
挟
み
、
合
川
支
部
の
会

員
ら
が
踊
り
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
し
ま

し
た
。 

充
実
し
た
組
織
づ
く
り
へ

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会 

62歳と88歳の米寿を迎えた男性をもてなす 
「厄払い行事」が行なわれた米内沢神社の厄払い 

 
本
県
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
方
々

を
表
彰
す
る
秋
田
県
芸
術
選
奨
の
表
彰
式
が
、
２
月

２
日
、
県
正
庁
で
行
わ
れ
、
鷹
巣
女
性
史
研
究
会
が

秋
田
県
芸
術
選
奨
特
別
賞(

ふ
る
さ
と
文
化
賞)

を
受

賞
し
ま
し
た
。 

 
 

同
研
究
会
は
、
郷
土
の
女
性
人
物
の
学
習
・
研
究

を
目
的
と
し
て
昭
和
59
年
に
発
足
。
研
究
の
成
果
を

後
世
に
残
そ
う
と
、
こ
れ
ま
で｢

鷹
巣
町
婦
人
会
史

(

昭
和
63
年
発
行)｣

、｢

鷹
巣
の
風
土
に
生
き
る(

平
成

７
年
発
行)｣

、
鷹
巣
町
の
女
性
議
員
の
足
跡
を
ま
と

め
た
書
籍｢

明
日
を
拓
く(

平
成
17
年
発
行)｣

の
３
冊

の
本
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
刊
行

な
ど
を
通
し
て
地
域
女
性
の
社
会
参
画
と
足
跡
研
究

に
寄
与
し
た
と
し
て
賞
が
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

県
芸
術
選
奨
ふ
る
さ
と
文
化
賞
受
賞

鷹
巣
町
女
性
史
研
究
会 

在校生から花束を贈られる湊選手 

　
小
正
月
に
行
わ
れ
る
民
俗
行
事
「
雪
中
稲
刈
り
」

が
２
月
１
日
、
綴
子
地
内
の
大
太
鼓
の
館
前
で
行
わ

れ
、
今
年
の
稲
作
の
豊
凶
を
占
い
ま
し
た
。 

　
今
年
の
「
稲
」
は
、
ほ
と
ん
ど
が
、
直
立
で
実
の

入
ら
な
い
不
稔
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
『
不

作
』
と
の
ご
託
宣
が
下
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
行
事
は
、
１
月
15
日
に
行
わ
れ
た
「
雪
中
田

植
え
」
で
、
苗
に
見
立
て
て
植
え
ら
れ
た
稲
わ
ら
な

ど
の
「
稲
」
の
倒
れ
方
な
ど
で
作
占
い
を
す
る
民
俗

行
事
で
す
。 

　
農
業
関
係
者
ら
が
見
守
る
中
、
刈
り
取
ら
れ
た
稲

を
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
組
合
員
で
篤
農
家
の
畠
山
喜
久
雄
さ

ん
が
見
立
て
を
行
い
「
気
を
緩
め
ず
米
作
り
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
」
と
、
注
意
を
促
し
ま
し
た
。 

気
を
緩
め
ず
米
作
り
に
取
り
組
ん
で

作
占
い
行
事
「
雪
中
稲
刈
り
」 

 

イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
冬
季
大
会
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
複
合
個

人
ス
プ
リ
ン
ト
で
金
メ
ダ
ル
、
複
合
個
人
で
銀
メ
ダ

ル
、
複
合
団
体
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
本
市
出
身

の
湊
祐
介
選
手
の
優
勝
報
告
会
・
世
界
選
手
権
激
励

会
が
２
月
５
日
、
母
校
の
鷹
巣
農
林
高
校
で
開
か
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
催
し
は
生
徒
会
が
先
輩
の
活
躍
を
祝
う
と
と

も
に
、
世
界
選
手
権
に
向
け
て
激
励
し
よ
う
と
行
わ

れ
た
も
の
で
、
在
校
生
が
拍
手
で
迎
え
る
中
、
湊
選

手
が
会
場
の
体
育
館
に
入
場
。 

　
湊
選
手
は
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
今
大
会
を
振

り
返
り
な
が
ら
「
国
体
で
は
秋
田
県
は
選
手
層
が
厚

い
。
恥
ず
か
し
く
な
い
成
績
を
残
し
、
世
界
選
手
権

へ
弾
み
を
つ
け
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

湊
祐
介
選
手�

金
メ
ダ
ル
を
獲
得

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
大
会 

　
２
月
１
日
、
市
内
各
地
区
の
神
社
で
無
病
息
災
を

祈
願
す
る
厄
払
い
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
大
厄
は
、
早
生
ま
れ
を
含
む
昭
和
50
年
生

ま
れ(

33
歳)

の
女
性
、
同
41
年
生
ま
れ(

42
歳)

の
男

性
、
同
21
年
生
ま
れ(

62
歳)

の
男
性
の
方
た
ち
で
、

各
地
区
の
神
社
で
は
、
こ
の
一
年
の
厄
年
を
無
事
に

乗
り
切
れ
る
よ
う
、
宮
司
か
ら
お
祓
い
を
受
け
、
厄

除
け
を
祈
願
し
ま
し
た
。  

　
米
内
沢
神
社
な
ど
一
部
の
地
区
で
は
、
42
歳
の
男

性
を
中
心
に
33
歳
の
女
性
ら
で
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
62
歳
と
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
た
男
性
を
も
て
な

す
「
厄
払
い
行
事
」
が
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。  

　
ま
た
当
地
方
で
は
、
大
厄
と
さ
れ
る
33
歳
の
女
性

が
昔
な
が
ら
の
和
装
で
お
参
り
す
る
風
習
が
残
っ
て

い
ま
す
。 

善
男
善
女
が
厄
払
い
祈
願

市
内
各
神
社
で
年
祝
い
行
事 

会員確保が課題と話し合う単位クラブリーダー 
同会がこれまでに発刊した書籍類「鷹巣町婦人会史」 
｢鷹巣の風土に生きる（昔ばなし、わらべ歌などのテ 
ープ付き）」「明日を拓く」 
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地域の農業を学ぶ

　１月２３日、合川農村環境改善センターで「ろば

た講座」が開催され、５０人が聴講しました。 

　ろばた講座は、「明日に向けた社会学」をテーマ

に、市民一人ひとりが自ら生きるための知識と学習

を深め理解することをねらいとして、昭和５３年か

ら毎年開催されています。 

　本年度第１回目は、ＪＡあきた北央比内地鶏振興

部会会長の後藤久美さんを講師にむかえ、「地域を

活かす」と題して、新しい農業政策や比内地鶏事業

などについて学習しました。 

　講演では、全国の農地制度等有識者検討委員とし 

て、農地法改正に意見を述べているが、地域農業を 

理解してもらおうと、比内地鶏のくん製を一羽ごと

持って行き、ちぎって食べさせたことなどのエピソー

ドが披露され、集落営農の必要性や、いかにして比

内地鶏事業を確立していったかなどが語られました。 

大好評！韓国料理講座

森吉公民館「韓国の家庭料理講座」 

 

保育園児と楽しく交流

前田公民館「寿大学」 

合川公民館「ろばた講座」 

　前田公民館で１月１６日、寿大学と保育園児と

の交流会が開催されました。園児によるお遊技の

発表には大学生も大感激。また手作りペンダント

をプレゼントされるなど、心温まるひとときを過

ごしました。 

　また、北秋田市議会副議長の庄司憲三郎氏によ

る講話では、合併後の市政について分かりやすく

お話しいただき、有意義な一日となりました。 

 

▲「チヂミ」、「キムチチゲ」など韓国料理の

人気メニューに挑戦しました 

▲前田保育園の園児たちと楽しく交流した「寿大学」 

▲農業の専門家を講師に学習を深めた「ろばた講座」 

 

勤 

務 

先 

募
集
人
員 

業
務
内
容 

任
用
期
間 

  

報
酬
月
額 

  

勤
務
時
間 

 

募
集
対
象 

  

応
募
方
法 

          

問
い
合
せ 

 

合
川
地
区
小
・
中
学
校 

１
人 

学
校
事
務 

平
成
19
年
４
月
１
日
〜 

平
成
20
年
３
月
31
日 

（
継
続
任
用
可
） 

１
２
４
、
１
０
０
円 

（
社
会
保
険
加
入
、
通
勤
費

上
限
６
１
０
円
） 

月
〜
金
曜
日
／
１
日
６
時
間

（
週
30
時
間
） 

子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
が
好

き
な
方
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
方 

市
教
育
委
員
会
（
中
央
公
民

館
２
階
）
指
定
の
履
歴
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▽
応
募
〆
切
＝
２
月
26
日
（
月
）

午
後
５
時 

▽
選
任
方
法
＝
１
次
（
書
類

審
査
）、
２
次
（
面
接
） 

▽
通
知
方
法
＝
秋
田
県
教
育

委
員
会
が
任
用
を
決
め
、
３

月
下
旬
ま
で
に
本
人
に
ご
連

絡
し
ま
す
。
　 

北
秋
田
市
教
育
委
員
会 

�

62
―
６
６
１
７ 

北
秋
田
市
職
員
課 

�

62
―
６
６
０
２ 

 

　国の文化審議会文化財部会で審議が進められて

いた世界文化遺産登録に向けた暫定リスト候補の

審議結果が２３日発表され、「富士山（山梨・静岡

県）」など４件が選ばれましたが、秋田県が提出し

た「ストーンサークル」は候補から外れ、継続審

議となりました。 

　世界遺産は、政府の申請で国連教育科学文化機

関（ユネスコ）の暫定リストに候補として掲載され、

審査を経て本登録が決まります。文化庁では、「本

登録のためには暫定リストに早めに掲載しておく

戦略が必要」として自治体に文化遺産の追加候補

を推薦するように求め、「富士山（静岡・山梨）」

など２４件を提案していました。 

　北秋田市では、昨年１１月、伊勢堂岱遺跡が複数

の環状列石を持つ世界でもまれな遺跡であること

から県に申請。秋田県では同月３０日、同じく申

請のあった鹿角市の大湯環状列石を一体のものと

して捉え、「ストーンサークル」として文化庁に申

請、同庁が諮問する同審議会で審議が行われてい

たものです。 

 

真冬も熱く燃えた

　真冬のライブイベント「冬ばん！２００７」と銘

打ったアマチュアバンドの演奏会が２７日市文化会

館で開かれ、市内５つのバンドがホットな演奏を

繰り広げました。 

　会場には、若いロックファンのほかに、グルー

プのメンバーの家族なども訪れ、「息子」や「孫」

たちの晴れ姿を鑑賞する姿もみられました。なお、

このライブの様子は、北秋田市のホームページに

も詳しく掲載されており、動画も配信しています。 

※今月１８日には、高校生による『グッバイハイス

クール２００７』チャリティーコンサートがおこな

われます。日時、料金等は下記の通りです。 

▽期日＝２月１８日（日）▽会場＝北秋田市文化会

館▽時間＝１３：００開場／１３：３０開演▽入場料＝

当日４００円（前売３００円）小学生以下無料 

ライブイベント　『冬ばん！』 

伊勢堂岱遺跡　世界遺産暫定リスト登録について

 

　
今
回
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト

候
補
か
ら
外
れ
、
継
続
審
議
と
な

っ
た
伊
勢
堂
岱
遺
跡 

学
校
事
務
非
常
勤
職
員
募
集 

　
５
つ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が

ホ
ッ
ト
な
ラ
イ
ブ
を
繰
り
広
げ
た
「
冬

ば
ん
！
２
０
０
７
」 

▲  

▲  

北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA
MANABI  NO  HIROBA

　１月１８日、森吉コ

ミュニティセンターで

｢韓国の家庭料理講座｣

が開催されました。 

　合川在住の文本照子さ

んを講師に、家庭で手軽に

できる韓国料理「チヂミ」、「キム

チチゲ」など４品の作り方を教えていただきました。

　講座には市内から１０人が参加し、あつあつの「キ

ムチチゲ」などのお料理を囲みながら試食をし、楽し

い時間を過ごしました。 

　たいへん好評であったことから、２回目の講座を３

月１日に開催する予定です。 

MANABI  NO  HIROBA
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市
　
長
　
日
　
誌 

市
　
長
　
日
　
誌 

１/16 
 

1/31
〜 

16
日
（
火
） 

 

17
日
（
水
） 

 

18
日
（
木
） 

  

19
日
（
金
） 

 

21
日
（
日
） 

22
日
（
月
） 

23
日
（
火
） 

  

24
日
（
水
） 

 

25
日
（
木
） 

26
日
（
金
） 

   

27
日
（
土
） 

 
28
日
（
日
） 

29
日
（
月
） 

  

30
日
（
火
） 

   

31
日
（
水
） 

新
年
度
事
業
に
か
か
る
各
部
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施 

北
秋
田
市
米
政
策
推
進
協
議
会
に
出
席 

新
年
度
事
業
に
か
か
る
各
部
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施 

森
吉
阿
仁
新
春
交
流
会
に
出
席 

北
秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
単
位
ク
ラ
ブ
ロ
ー
タ

リ
ー
研
修
会
並
び
に
健
康
づ
く
り
講
演
会
」
に
出
席 

新
年
度
事
業
に
か
か
る
各
部
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施 

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
状
を
伝
達 

鷹
巣
地
区
婦
人
会
新
春
交
流
会
に
出
席 

鷹
巣
上
小
阿
仁
会
新
春
の
集
い
に
出
席 

北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
に
出
席 

北
秋
田
特
選
食
材
共
同
購
入
会
設
立
総
会
に
出
席 

北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
用
務
で
弘
前
大
学
附
属
病

院
を
訪
問 

北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
用
務
で
秋
田
大
学
附
属
病

院
を
訪
問 

鷹
巣
町
商
工
会
女
性
部
新
年
初
顔
合
せ
会
に
出
席 

鷹
巣
女
性
史
研
究
会
総
会
に
出
席 

北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
用
務
で
弘
前
大
学
附
属
病

院
を
訪
問 

知
事
を
囲
む
新
春
の
集
い
に
出
席 

新
春
芸
術
文
化
協
会
交
流
会
（
鷹
巣
支
部
）
に
出
席 

前
田
集
落
営
農
組
合
設
立
総
会
に
出
席 

秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
準
備
委
員
会
に
か

か
る
監
査
を
実
施 

秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
準
備
委
員
会
に
出
席 

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
第
69
回
定
例
取
締
役
会
に
出
席 

継
続
的
商
品
共
同
購
入
に
関
す
る
基
本
協
定
調
印
式
に

出
席 

北
秋
田
市
建
設
業
協
会
新
年
会
に
出
席 

第
１
回
北
秋
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委

員
会
に
出
席 

鷹
巣
建
設
技
能
組
合
50
周
年
記
念
式
典
並
び
に
記
念
祝

賀
会
に
出
席 

　
市
で
は
、
平
成
18
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝

く
じ
助
成
）
に
よ
り
、
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
で
梅
栄
地
区
に
て
防
犯
灯
（
16
灯
）
を
整
備
し
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
同
じ
く
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

除
雪
機
４
台
を
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
の

た
め
に
貸
出
用
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。 

 

詳
し
く
は
、
文
化
会
館
（
��

62 
｜
３
３
１
１
）、
合
川

支
所
企
画
総
務
課
（
� 
78 
｜
２
１
０
０
）、
阿
仁
支
所

企
画
総
務
課
（
�

82 
｜
２
１
１
１
）
ま
で
。 

　
同
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益
を
財
源
に
宝
く

じ
の
普
及
、
広
報
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

除雪機 

防犯灯 

除雪機 

愛
称
は

﹁
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
北
秋
田
﹂

男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
施
設

　
同
拠
点
施
設
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
関
係
団

体
が
集
い
、
交
流
・
啓
発
・
情
報

発
信
の
場
と
す
る
施
設
。
す
べ
て

の
市
民
の
人
権
が
保
障
さ
れ
、
男

女
が
協
力
し
合
い
、
積
極
的
に
地

域
産
業
の
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
活

動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
画

す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
・
社
会 

の
推
進
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と 

を
目
的
と
し
て
昨
年
４
月
、
設
置

さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
で
は
設
置
当
初
、
利
用
状
況

が
低
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
気

軽
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
と
昨
年
９
月
16
日
か
ら
11
月
15

日
ま
で
の
期
間
、
愛
称
を
募
集
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
７
点
の
応
募

が
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
市
が
委
任

し
た
選
考
委
員
に
よ
っ
て
袴
田
さ

ん
の
作
品
が
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。 

 

　  

 

　
袴
田
さ
ん
は
、
男
女
共
同
参
画

を
進
め
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
「
あ 

き
た
Ｆ
・
Ｆ
推
進
員
」
と
し
て
の

ほ
か
、
同
施
設
の
登
録
団
体
の
一

つ
「
虹
っ
子
の
会
」
の
代
表
と
し

て
環
境
と
福
祉
を
考
え
る
活
動
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
応
募
に

あ
た
っ
て
は
、「
あ
た
た
か
い
心
や

ふ
れ
あ
い
が
育
つ
北
秋
田
の
施
設

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
」
、
日
本

語
で
「
心
の
こ
も
っ
た
、
温
か
い
」

な
ど
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
〝
ハ
ー
ト
フ
ル
〞
と
、

地
域
の
名
称
「
北
秋
田
」
を
組
み

合
わ
て
応
募
、
市
で
は
、
こ
れ
に
集

い
の
場
を
意
味
す
る
〝
プ
ラ
ザ
〞

の
名
称
を
加
え
て
補
作
、「
ハ
ー
ト

フ
ル
プ
ラ
ザ
・
北
秋
田
」
と
命
名

し
ま
し
た
。 

　
表
彰
の
あ
と
、
佐
藤
助
役
は
、

「
男
女
共
同
参
画
が
言
わ
れ
て
久

し
い
が
、
拠
点
施
設
の
利
用
数
は

増
え
て
い
な
か
っ
た
。
命
名
の
趣

旨
の
と
お
り
、
暖
か
い
心
で
運
営

さ
れ
、
交
流
が
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。  

　
施
設
の
登
録
団
体
は
、
「
虹
っ

子
の
会
」
な
ど
現
在
９
団
体
。
各

種
サ
ー
ク
ル
や
市
民
活
動
な
ど
で

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
内
に

は
、
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、
メ
ー
ル

ボ
ッ
ク
ス
（
施
錠
可
、
24
団
体
使

用
可
能
）
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン

タ
ー
、
コ
ピ
ー
機
な
ど
が
共
用
備

品
と
し
て
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
登
録
と
利
用
は
次
の
通
り
で

す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

   

　
次
の
事
項
す
べ
て
に
該
当
す
る

団
体
・
グ
ル
ー
プ  

１
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と 

２
　
公
共
の
福
祉
に
反
す
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
で
は
な
い
こ
と 

３
　
特
定
の
政
党
・
宗
教
・
営
利

活
動
を
主
な
目
的
と
す
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
で
は
な
い
こ
と  

   

「
利
用
登
録
申
請
書
」
に
記
入
の

上
、
会
員
名
簿
を
添
付
し
て
北
秋

田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
の
受
付
か
ま

た
は
北
秋
田
市
役
所
本
庁
舎
２
階

の
企
画
部
総
合
政
策
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
「
利
用

登
録
認
定
書
」
を
交
付
し
、
利
用

団
体
登
録
の
完
了
と
と
も
に
施
設

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
申
請

書
は
上
記
提
出
先
に
あ
り
ま
す
。 

   

１
　
施
設
、
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
を

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。 

２
　
共
用
備
品
を
使
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
コ
ピ
ー
機
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
１
枚
に
つ
き
10
円
の
使

用
料
が
か
か
り
ま
す
。 

    

名
　
称
／
北
秋
田
市
男
女
共
同
参

画
活
動
拠
点
施
設
（
愛
称
「
ハ
ー

ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
北
秋
田
」
）  

所
在
地
／
北
秋
田
市
材
木
町
２
｜

２
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
内  

開
館
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜 

　
　
　
　
　
午
後
10
時  

休
館
日
／
12
月
29
日
〜
１
月
３
日  

◎
お
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
部
総
合
政
策
課 

　
　
　
　
　
　
� 
62 
｜
６
６
０
６ 

　
市
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
北
秋
田
市
男
女
共

同
参
画
拠
点
施
設
の
愛
称
が
こ
の
ほ
ど
「
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ

・
北
秋
田
」
に
決
ま
り
、
命
名
し
た
袴
田
清
枝
さ
ん(

大
館
市)

に
２
月
５
日
、
同
施
設
で
佐
藤
修
助
助
役
か
ら
賞
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

あ
た
た
か
い
心
や 

　
ふ
れ
あ
い
が
育
つ
北
秋
田
へ 

部屋の入り口に看板を掲げる袴田さん 

利
用
団
体
登
録
が 

　
　
　
　
で
き
る
の
は 

登
録
の
申
請
方
法 

利
用
団
体
が
受
け
ら
れ
る 

　
　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
は 

施
設
の
概
要 

男女が対等なパートナーシップで�

心豊かに暮らせる社会へ

宝くじは、広く社会に
役立てられています。

宝 く じ は 
豊かさ築く 
チカラ持ち。 

市民のみなさんへ 
家事や育児は女性の役割といった固定観念を解

消し、職場、学校、地域、家庭など身近な場で、

一人ひとりが主体的に取り組みましょう。 

ボランティア・ＮＰＯのみなさんへ 
様々な分野で柔軟な発想や独創性を活かし、市

とともに力を合わせて、男女共同参画社会の実

現を目指しましょう。 

事業者・企業のみなさんへ 
募集、採用、昇進、配置、賃金などでの男女格

差を解消し、男女が平等の立場で協力し、個性、

能力意欲などが十分に発揮できる環境づくりに

取り組みましょう。 

テーブル、イス、テレビ等が設置され、 
誰でも利用できます 
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平成20年春季開催 

 第59回 全国植樹祭 
テーマ「手をつなごう�森と水とわたしたち」

会場　北秋田市「北欧の杜公園」 

平成19年開催 君のハートよ位置につけ 

北秋田市は、バレーボール、フェンシング 

山岳、アーチェリーの会場です 植樹祭シンボルマーク 
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　予備自衛官補とは、自衛官未経験者が必要な教育訓

練を受け予備自衛官となる制度です。予備自衛官とは、

普段会社勤務をしつつ、有事の際に防衛招集により後

方支援等の任務にあたります。任用期間中は手当が支

給されます。（日額日当　7,900円） 

採用年齢　一般  18～34歳未満　 技能  18～55歳未満 

申込期限　４月９日（月）　 

 

応募資格　18歳以上27歳未満の男子（高卒見込み含む) 

申込期限　２月26日（月） 

◎お問い合わせ　自衛隊大館出張所  �0186-42-1398 

 

 

 

 

提供するのは　秋田スギ内装材(壁面材、床材、天井材、

　　　　　　　廻り縁等) 

提供戸数　一般枠50戸　１戸当たりの内装材は216,000

　　　　　円（税込）相当を上限 

申込期間　２月26日（月）～３月19日（月） 

※予定戸数を超えた場合は公開抽選会にて決定 

※予定戸数に満たない場合は３月26日から随時受付 

申し込み　あきた県産材利用センター 

◎お問い合わせ 

　　あきた県産材利用センター　�０１８－８３７－８０９５ 

　　北秋田地域振興局森づくり推進課　�６２－１４４５ 

市民プール　３月の教室
スキンダイビング教室 ビギナースイム教室 水中健康教室 シェイプアップ教室 

内　　容 

マスク・フィン・シュノ

ーケルを使ってスキンダ

イビングを体験します。

ボンベは使用しません。 

全く泳げない初心者

を対象に水泳（クロ

ール）を教えます。 

水中で気持ちよく全

身を動かし軽い体操

や水中で歩行等をし

ます。(泳ぎません)

体脂肪を燃やして

太りにくい体を作

りましょう。 

日　　程 ６・12・20・26日 ２・５・６・８日 ２･９･13･16･20･23日 １･５･13･16･22･26日 １･５･12･13･19･22･26･29日 

時　　間 15：00～16：00 14：00～15：00 

対　　象 一般男女 一般男女 一般男女 一般男女 

定　　員 ５名 各部とも10名ずつ 11名 10名 

講 習 料 １０００円 １０００円 １５００円 

受付期間 定員になるまで随時受け付けます。 

申込方法 電話での申込は受け付けません。プール受付に備え付けてある申込用紙に記入。 

持　　参 
水着、水泳帽、ゴーグル、バスタオ

ル（マスク等は貸し出します） 

水着、水泳帽、ゴー

グル 

ジャージ着用、シュ

ーズ、タオル 

備　　考 講習料は申込みと同時にいただきます。講習料の他に毎回入館料が必要です。（年間券・回数券も使えます） 

◎お問い合わせ　　�62-5001 

13：00～14：00（昼の部） 
18：00～19：00（夜の部） 

上級水泳教室 

一緒に練習して大

会出場を目指しま

しょう。 

19：00～20：00 18：00～19：00 

一般男女(4泳法泳げる方限定)

５名 

１５００円 ２０００円 

水着、水泳帽、ゴー

グル 

水着、水泳帽、ゴー

グル、 

募　集 
予備自衛官補

新築、若しくは全面的に改築する施主の
方に秋田スギ内装材をプレゼント

２等陸・空士

公 民 館 

文化会館 

スポーツ 

お知らせ 

北秋田市中央公民館　�６２－１１３０ 

【２月のロビー展】中央公民館　フラワーアレンジメント 

３・９（金）鷹巣地区公民館定期講座 

 「閉講のつどい」 18:00～20:50 

　　10（土）「トライあんぐる｣　　　   9:00～12:00 

 　◆みんなでおやつ作り！ 

合　川　公　民　館　�７８－２１１４ 

【ロビー展】合川華道部（17日～24日）　　　　　　

　　　　　　パッチワーク金木犀の会（26日～） 

２・19（月）・26（月）刺し子講座  13:00～15:30 

　　21（水）ろばた講座              13:30～15:30 

　　27（火）料理講習会              10:00～12:00 

森　吉　公　民　館　�７２－３２５９ 

【サロン展】北秋田市芸術文化協会森吉支部展（１日～28日) 

２・20（火）公民館利用者懇談会　    13:30～15:00 

　　28（水）老壮婦人大学閉講式      13:30～15:30 

３・１（木）韓国の家庭料理講座　　  10:00～13:00 

阿　仁　公　民　館　�８２－２２２０ 

【サロン展】藤島源 氏 写真展｢根子番楽特集｣ 

２・16（金）マスターズスキー大会開会式  16:00～17:00 

　　17（土）マスターズスキー大会ミーティング 

 及び表彰式 14:00～17:00 

　　19（月）いきいきスポーツ(ミニテニス教室) 10:00～12:00 

　　21（水）婦人会体力作り交流会 10:00～12:00 

　　27（火）・28（水）納税申告相談 

 

 

２・17（土）おはなしでてこい　 　　　14:00～ 

　　18（日）Good-bye High school2007 チャリティーコンサート 

 前売り300円　当日400円　小学生以下無料 14:00～ 

　　20（火）年金受給者講習会(鷹巣社会保険事務所) 13:30～ 

　　22（木）土木工事共通仕様書説明会(秋田県) 13:30～ 

　　24（土）読書感想文・感想画コンクール 10:30～ 

　　25（日）映画「どうぶつの森」10:00～(午前中１回) 

 映画「硫黄島からの手紙」①12:00②14:30 

　　　　　　　特別優待券　　　　　当日 

　　　　　　大　　人　1300円　　　1500円 

　　　　　　学生高校　1000円　　　1200円 

　　　　　　幼小中学生　 800円　　　1000円 

　　　　　　シニア（60歳以上）　1000円均一　 

　　27（火）北秋田地域の環境を考える集い 13:30～ 

日　時　３月１日（木）　10：00～13：00 

場　所　森吉コミュニティセンター　調理実習室 

講　師　文　本　照　子 さん（合川地区在住） 

内　容　石焼きビビンバ・ワカメス―プほか 

材料費　１人　１,０００円程度 

持　参　エプロン、三角巾、筆記用具 

定　員　15名（定員になり次第締め切ります） 

申し込み　２月26日（月）まで 

◎お問い合わせ　森吉コミュニティセンター 

　             　�７２－３２５９　　FAX７２－３３７４ 

 

日　時　２月21日（水）　13：30～15：30 

内　容　講演「歴史よもやま話」 

　　　　講師　能代市文化財保護審議委員　伊藤徳治さん 

　 

日　時　２月27日（火）　10：00～12：00 

場　所　①②合川農村環境改善センター　 

内　容　肉や野菜を使った具だくさんの太巻き作り 

講　師　福岡幸子さん 

材料費　1,000円（試食及び持ち帰り用２本分） 

申し込み　②２月22日（木）まで 

◎お問い合わせ　①②合川公民館　　  �７８－２１１４ 

 

　どんなにパソコンが普及し、字を書くことが減って

も、やっぱり字が綺麗なのは素晴らしいこと。字が綺

麗なのは自分の財産です。どなたでも参加できます。 

日　時　３月１日、８日、15日　※３日間参加できる方 

　　　　10：00～12：00（３日間とも） 

場　所　阿仁公民館（阿仁ふるさと文化センター） 

講　師　河井千代子 氏 

内　容　ボールペン字の初心者向け講習 

持　参　ボールペン（普段使っているものでかまいません） 

受講料　無料　　定　員　10名 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　阿仁公民館　　　　　　　　　  �８２－２２２０ 

韓国の家庭料理講座

㈰第２回ろばた講座

㈪料理講習会　〜具だくさんロール〜

２・17（土）・18（日）平成18年度大館北秋田高校新人 

　　　　　　・一般バスケットボール大会 鷹巣体育館 

　　25（日）県民歩くスキーのつどい 　　 北欧の杜 

はじめての・・ボールペン字講座

お知らせ 

薬師山スノーボードパーク
オープン記念イベント

ジャンプコンテスト 
受　付　８：30～９：30 

開会式　９：30～10：00 

参加者自由滑走　10：00～12：00 

（ゲストライダーによる審査） 

コンテスト参加者発表（８名）　12：00～12：30 

一般開放　12：30～13：30 

ゲストデモ～ジャンプコンテスト　13：30～14：30 

各賞審査（優勝・副賞７名）　14：30～15：00 

表彰～抽選会～閉会　15：00～15：30 

定　員　50名　参加費　2,000円 

ゲストライダー　鈴木　薫（ＪＵＮＫ） 

　　　　　　　　藤田昇太（0296ＢＲＡＮＤ）ほか 

内　容　参加者は指定時 

間内にパーク内を自由滑 

走、それをゲストライダ 

ーが審査し、午後からの 

コンテスト出場者８名を 

選出 

主　催　やるべ倶楽部 

会　場　薬師山スノー 

　　　　ボードパーク 

◎お問い合わせ 

　　やるべ倶楽部事務局 

　　　 　　�６２－１８５０　FAX６２－１７５７ 

２／18

※技能は国家免許資格等 
　保有者 

森
っ
ち 



Information　お知らせ 

広報きたあきた　19.　2.　1619 18広報きたあきた　19.　2.　16

１月16日～31日届出分 

お誕生おめでとう 
　　　　ございます 

花 田 寛 樹  

佐 藤 紀 子  

ひ ろ き  

の り こ  

　さん 

　さん 

秋 田 市   

坊沢街道町 

お二人の前途を 
　　　　祝福します 

佐 藤 琉 愛   

伊 藤 柊 星   

村 上 日 向   

高 井 希 望   

花 田 晴 空   

福 岡 柊 汰   

安 東 大 喜   

山 田 智 央   

菊 地 舞 夢  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )

坊沢深関 

高野尻団地 

掛 泥  

南 鷹 巣  

松 ヶ 丘  

三 里  

長 下  

阿仁水無 

阿仁幸屋渡 

二女  

長男 

二女 

長女 

二男 

長男 

長男 

二男 

長女 

優輝 

要平 

純悟 

亜夫 

真郷 

弘哲 

元喜 

浩之 

聖悦 

由紀 

麻里子 

美幸 

王哲平 

貴子 

佳奈 

菜奈子 

久美子 

みどり 

る あ  

しゅうせい 

ひ な た  

の ぞ み  

は る あ  

しゅうた 

だ い き  

ち あ き  

ま い む  

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 
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（午後６：３０～９：００） 

日 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

曜 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

電話番号 

62－1420 

62－1455 

62－2882 

62－1267 

62－1155 

63－0105 

62－2261 

63－0515 

60－1055 

72－4501 

82－2351 

78－3338 

78－3161 

医 療 機 関 名  

佐藤外科消化器科医院 

北 秋 中 央 病 院  

藤 原 医 院  

と し ま 医 院  

近 藤 医 院  

佐々木産婦人科医院 

津 谷 内 科  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

う え だ クリニック  

公立米内沢総合病院 

阿 仁 病 院  

疋 田 外 科 内科医院  

国民健康保険合川診療所 

人のうごき 

おくやみ申し上げます 

日　時　３月１日（木）　13：30～15：30 

場　所　北秋田市保健センター 

対　象　４月～６月出産予定の方及びその家族 

内　容　先輩パパ・ママ・ベビーとの交流 

　　　　母乳育児のすすめ・家族計画について 

持　参　母子健康手帳 

◎お問い合わせ　市保健センター　 �６２－６６６６ 

 

　この共済制度は、交通災害共済掛金1人年額４００円（平

成19年度の新入学小学生は無料）と不慮の災害共済掛

金600円を払い込むと、不幸にして交通事故や不慮の事

故等により死亡、負傷または障害が残った方には１万５

千円から100万円までの共済金が支払われるものです。 

　共済期間は平成19年４月１日～翌年３月31日までで

す。なお、４月１日以降に申し込んだ場合は翌日から

の共済期間になります。 

◎お問い合わせ　生活環境課　�６２－１１１０ 

　　　　　　　　　　または各支所市民福祉課 

お知らせ 募　　集 

①上新町団地・・・阿仁水無字上新町東裏4-6・17-1 

　木造二階建　３ＬＤＫ　 

　家賃15,400円～25,600円、18,200円～30,200円 

②比立内団地・・・阿仁比立内字狐台13-1 

　木造平屋　３ＤＫ　家賃9,100円～15,100円 

敷　金　家賃の３カ月分 

入居資格 

 ・収入基準を満たすこと 

 ・住宅に困窮していることが明らかなこと 

 ・公租公課を滞納していないこと 

 ・その他、窓口にて簡単な調査があります 

申込方法　 都市計画課又は各支所まで申込ください。 

募集期間　２月16日（金）～26日（月）まで 

◎お問い合わせ　阿仁支所産業建設課  �８２－２１１４ 

( 　歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

87 

77 

84 

72 

79 

85

た け お  

すえきち 

  

と み じ  

ま さ お  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 歳) 

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

布 田 武 雄   

近 藤 末 吉   

長 崎 セ ツ   

清 水 富 治   

成 田 正 夫   

藤 岡 リ ヱ   

永 井 タ ヱ   

鈴 木 ミ チ   

木 村 大 吉   

小笠原タネ  

関　　フ ミ 

佐 藤 い す   

佐藤マリコ  

柴 田 保 秀   

森 川 京 子   

庄 司 重 雄   

辻 

湊 　 信 子   

佐 藤 隆 一   

藤原ハルヱ 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

90 

91 

83 

98 

85 

77 

81 

64 

56 

76 

74 

67 

88 

83

品 類    

住 吉 町    

坊沢緑ヶ丘 

高 村 岱    

南 鷹 巣  

羽 立  

桃 栄  

福 田  

合 川  

増 沢  

上 杉  

松 栄  

桂 坂  

柏 木 岱  

羽 根 川  

惣 内  

阿仁銀山 

阿仁水無 

阿仁根子 

阿仁幸屋渡 

 

 

だいきち   

 

　 

 　　　 

 　　　 

やすひで   

きょうこ   

し げ お   

じゅん 

の ぶ こ　 

りゅういち 

櫻 井 正 樹  

嘉 瀬 里 美  

ま さ き  

さ と み  

 

　さん 

　さん 

合 川   

大 館 市  （ 
鈴　木　　　潤  

西 根 靖 子  

じゅん 

や す こ　 

　さん 

　さん 

阿仁幸屋渡 

秋 田 市  （ 
鈴　木　慎一郎  

原 　 則 子  

しんいちろう  

の り こ　 

　さん 

　さん 

阿仁打当 

阿仁打当 （ 

税  の納期限  

２月28日まで 

国 民 健 康 保 険 第８期 

市営住宅入居者募集 マタニティ講座（後期）

人口と世帯数 １月31日現在 住民基本台帳による 

　総人口　39,930人（ 30人減） 

　　男　　18,863人（ 18人減） 

　　女　　21,067人（ 12人減） 

　 出生 　21人　転入　 36人 

　 死亡 　44人　転出　 44人 

　世帯数  14, 852世帯（７世帯減） 

前月比 
 

平成19・20年度入札参加資格審査の受付
　北秋田市では、入札参加資格審査（業者登録申請）

の申請受付を下記の要領で行います。 

　業者登録申請を行う方は各要領（建設工事、測量・

コンサル等、物品調達及び役務提供等）の内容を確

認のうえ、申請を行ってください。 

　提出書類（北秋田市様式、各申請書の作成のしかた、

添付書類）は、市ＨＰからダウンロードしてください。 

１．提出書類 

○建設工事 

　北秋田市様式により提出してください。 

　（市外業者の場合、国土交通省統一様式でも可） 

　※林業関係の方は物品調達及び役務の提供等での申請になります。 

○測量・建設コンサル等 

　北秋田市様式により提出してください。 

　（市外業者の場合、国土交通省統一様式でも可） 

○物品調達及び役務提供等 

北秋田市様式により提出してください。 

　（市外業者の場合、総務省統一様式でも可） 

２．受付期限　平成19年２月28日まで 

３．有効期間　平成19年４月１日から２年間 

４．提出方法 

〇持参・郵送どちらでも可（期限必着） 

　受付印を必要とする場合は、受付受領用紙（任意）と切手を

貼った返信用封筒、又は受付受領用ハガキを同封してください  

〇ひも綴り提出（ファイル不可） 

　建設・コンサル・物品役務毎にＡ４封筒に入れて提出

又は郵送してください。（封筒の表に社名を記入のこと） 

５．提出先　〒018-3392　秋田県北秋田市花園町19番１号 

　　　　　　　　　　　 北秋田市役所企画部財政課 

　　　　　　　　　　　 契約担当　 �６２－６６０７ 

土、日・ 
祝日は除く 

交通災害共済・不慮の災害共済の受付が始まっています

水道水質検査計画の公表
　市水道課では、皆様に安全でおいしい水を飲んで

頂くために、定期的な水質検査を行なっています。 

　この水質検査の項目、場所、頻度をまとめた平成

19年度水質検査計画の公表（閲覧）をします。 

閲覧日時　３月１日（木）～30日（金） 

　　　　　毎週月～金　８：30～17：00まで 

閲覧場所　市役所分庁舎内水道課　�６２－６６３７ 

アンケート調査にご協力ください
北秋田市のよりよい住まいづくりに向けたプラン 
『北秋田市住生活基本計画』を策定します 

北秋田市住生活基本計画とは？ 

　今後も市民の皆様が安心して住み続けられるよう、

安全な住まいや魅力のある住環境づくりなど、北秋

田市の今後の住宅政策の指針を計画するものです。 

アンケート調査にご協力下さい 

　市民の皆様の貴重なご意見をお聞きするために、

２月下旬にアンケート調査を行います。実現性ある

計画としていくため、率直なご意見やご提案をお聞

かせください。どうぞご協力をお願いします。 

土、日・ 
祝日は除く 



　北秋田市では、大型店の進出や新たな消費者ニーズに対応した既存商店街の活性化が

大きな課題となっています。そこで、「まちの賑わいづくりシンポジウム」を開催し、

まちづくりの専門家による講演会と先進地の商業者、市民らによるパネルディスカッシ

ョンなどで、賑わいのあるまちなか形成に向けたヒントを探ります。市民・行政一体と

なったまちづくりのために、多数の皆様のご来場をお待ちいたします。

■期 日

■会 場

●基調講演

　講 師�／�弘前大学教授‥‥‥‥‥‥‥‥‥北原�啓司 氏�　

　演 題�／�「これからの中心市街地〜まち育てのススメ〜」

●パネルディスカッション�　　�

●参加申し込み・お問合せ

　北秋田市産業部中心市街地活性化対策室

　　　0186-62-6676��　　0186-62-0887

１９５６年三重県伊勢市

生まれ。青森県都市計

画マスタープラン策定

委員長等、まちづくり

や景観に関わる委員を

務める傍ら、秋田県の

人材育成塾「秋田まち

育て塾」塾長としても

活躍中。

１９４９年青森県深浦町

生まれ。青森市新町商

店街振興組合常務理事、

青森市中心市街地活性

化協議会副会長ほか役

職多数。先進事例とし

て有名な青森市中心街

区のまちづくりのリー

ダーとして活躍中。

(日）

※入場無料 

●北秋田市中心市街地活性化アクションプラン紹介�　

　まちの賑わいづくり事業推進委員会座長‥‥湊屋�啓二 氏

　　加藤�博 氏

　　亀山�武次郎 氏

　　山野内�キミ子 氏

　　藤島�好子 氏

　　藤島�舞 氏

青森市新町商店街振興組合常務理事‥‥‥‥‥

北秋田市老人クラブ連合会事務局長‥‥‥

鷹巣消費者の会会長‥‥‥‥‥‥‥‥‥�　　

主　婦‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�　　

鷹巣農林高校２年‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　▽コーディネーター�　　

　　基調講演者‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�

　▽パネリスト

北原�啓司氏

加藤�博氏

みんなで考えよう！北秋田市の中心市街地活性化▽
▽

北原�啓司 氏

まちの賑わいづくりシンポジウムまちの賑わいづくりシンポジウムまちの賑わいづくりシンポジウム

北秋田市交流センター北秋田市交流センター

２月２５日（日）
１３：００〜

１５：４５

<時間>

　今年も水無・銀山地区を、地

域のみなさんと一緒に、雪とろ

うそくを使って「スノーキャン

ドルストリート」とする企画を

開催します。ろうそくの火で地

域をつなぐ、地域参加型のイベ

ントです。たくさんの皆様のご

参加をお待ちしております

　今年も水無・銀山地区を、地

域のみなさんと一緒に、雪とろ

うそくを使って「スノーキャン

ドルストリート」とする企画を

開催します。ろうそくの火で地

域をつなぐ、地域参加型のイベ

ントです。たくさんの皆様のご

参加をお待ちしております

スノーキャンドル作りに参加して下さる方
は、ろうそくとバケツを持参し、午後２時
30分に、阿仁支所へ集合して下さい。 

ボラン
ティア
募　集

２月２４日（土）�
阿仁水無・銀山地区

２月２４日（土）�
阿仁水無・銀山地区

水無・銀山地区の通りにスノーキャンドルを作って、点灯します。

スノーキャンドル作り‥

点　　灯‥‥‥‥‥

消　　灯‥‥‥‥‥

午後３時〜

午後５時〜

午後８時

スノーキャンドル作り‥

点　　灯‥‥‥‥‥

消　　灯‥‥‥‥‥

午後３時〜

午後５時〜

午後８時

あ
に
あ
い 

国
道
１
０
５
号 

阿
仁
川 

至仙北・大仙 

至森吉・鷹巣 

●阿仁支所 

●阿仁合小学校 

キ
ャ
ン
ド
ル 

ス
ト
リ
ー
ト 

異人館★ 

●お問合せ　阿仁支所観光振興課 

　　　　　　　�８２－２１１７ 
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みなとや けいじ

かとう

かめやま

やまのうち

ふじしま

ふじしま

ひろし

たけじろう

こうこ

まい

スノーキャンドルストリートａｔあにスノーキャンドルストリートａｔあにスノーキャンドルストリートａｔあに

●講師

●パネリスト

開催地域のみなさんのご協力をお願いします。
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